
 来週で９月が終わり、令和６年度の前期が終了します。４月８

日（月）の入学式の日から始まった令和６年度も９月３０日（月）

が９５回目の登校日となりました。１０月からは、後期１０７回

の登校日に向かっていくことになります。

 土日、祝日、夏季休業日を含め、この半年間で子どもたちが

大きく成長し、夏井小学校としての取組の成果が見えてきてい

ることは、ひとえに保護者の皆様、地域の皆様のご協力のおか

げです。令和６年度の後期も、３月２１日（金）の卒業式に向

けて、全職員が力を合わせてがんばってまいりますので、引き

続き、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 １０月１日（火）に、通知表を配付します。先にお知らせしましたように、本校では、成績評価の

２期制を導入し、通知表の年２回発行を実施することにしました。 

つきましては、以下にその概要を再度お知らせいたしますので、ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 
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１ 具体的な変更点について  

（１）成績評価の期間を、これまでの３学期制（１・２・３学期の各学期で評価）から２期制（前期

４～９月、後期１０～３月で評価）にします。  

（２）これに伴い、通知表での学習状況・生活状況のお知らせを、これまでの年３回（各学期末に通

知表を発行）から年２回（１０月１日と３月２１日に通知表を発行）にします。  

（３）今回の変更は、学習・生活の評価のみに関わるもので、これまでの３学期制（４・8・1月に

始業式、７・１２月に終業式、３月に修了式・卒業式）の変更はありません。   

 

２ 実施による利点について 

（１）７月・１２月の成績処理をなくすことで、教職員が児童と向き合える時間がさらに確保できる

ようになります。  

（２）１学期・２学期の学期末まで、学期のまとめや復習の授業が実施できるようになります。  

（３）評価期間を長くとることで、多くの資料をもとに様々な視点での評価をすることができ、より

きめ細やかな指導ができるようになります。 

（４）十分な授業時数が確保でき、教職員と児童がふれあえる時間も増え、児童に身に付けさせたい

力の獲得が、より効果的に行えるようになります。 

（５）４～７月までの学習・生活評価を夏季休業中（夏休み中）に、１０～１２月までの学習・ 生

活評価を冬季休業中（冬休み中）に行うことで、時間をかけて児童のよさや課題の確認、今後の

手だての検討などができるようになります。 


